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 アブストラクトの内容は「タイトル」、「研究室名と氏名」、「50 ワード以下の英文のショートアブ

ストラクト」、｢本文｣とし、この形式を守ってください。「50 ワード以下の英文のショートアブストラ

クト」以外は日本語でも英語でもかまいません。ただし、物一の D3 は題目や氏名を含めすべて英語で

作成してください。 

アブストラクトの本文は 10.5 ポイントで、全部で１ページ以内に記述してください。行間隔はこの

テンプレートに従ってください。余白サイズは、上 2センチ、下 2.5 センチ、右 2センチ、左 2センチ

です。ただし微妙な違いは構いません。必要なら、図、式、参考文献は下記のようにしてください。文

献の引用[1]はこんな感じでお願いします[2]。カラーにしても構いませんが、印刷した配布物はモノク

ロとなります。カラーにしたい場合はその点を考慮して色をつけてください。 

 

 

式は 10 ポイント以上。必要なら番号を付けて記述してください。 

waterArg ff  )1(  .   (1) 

最後に重要な注意点を書いておきます[3]。 

 重要：このアブストラクトの著作権は物理教室になります。その点を留意してください。 

 重要：このアブストラクトは web ページに載せ、一般に公開されます。 

 

では、よいアブストラクトを書いてください。 
発表会を楽しみにしています。 
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Fig. 1. Lorentz festival 2004.  キャプションは 10 ポイントで、できれば英語で記述してください。 

 


